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上出 吉則

1 ．数列が嫌い

数学に関連した仕事をされていない一般の方に�学生のとき数列は好きでしたか？�と質問

をすると，�あれは嫌い��さっぱりわからなかった��漸化式が出てきて終わった��シグマの

意味が理解できない�といった否定的な意見が出てくることがほとんどである。もし�数列が

好き�と言う人がいたら，その場に居合わせた人々から，異端扱いをされかねない。

なぜ，数列はそれほどに嫌われているのであろうか。そのあたりから考えていきたい。

2 ．筆者の経験

筆者が数列を学んだのは高校 2年のときである。等差数列からいきなり和の公式，シグマを

導入したと思うと漸化式。かなりハイペースで授業が進んだと記憶している。

大学入試を見据えた教員の焦りもあったと思うが，授業を受ける自分の方も，学んだことを

復習して次回に備えるという努力を怠っていた。

気がついたときには，数列がさっぱりわからなくなってしまっていた。そこから問題集等も

活用して勉強をしたが，テストの結果は悲惨なもので，当然，数列は嫌いになっていった。

ところが，ずっと後になってから，時間を気にせずに数列を勉強する機会に恵まれ，それを

機に見方が変わった。

たとえば，フィボナッチ数列。

1，1，2，3，5，8，13，21，34，55，……

この数列は数学を超え，“パイナップル”や“まつぼっくり”の表皮に現れる規則性など，

生物学とも関連があることはよく知られている。ここで数列は興味深いものだと思えた。

また，本稿では深く触れないが，ベクトルや線形代数学を学び直したときには，ある種の感

動を覚えるほどに数列の奥深さを味わった。

そうこうしているうちに，昔の自分と同じ�数列が嫌い�という人を，このまま放置してよ

いのかという考えが浮上してきた。

3 ．数列が好きになるとは

そもそも，人はどういったときに数学の内容が好きになるのだろうか。

例えば，中学 2年で角度の問題を学ぶとき，平行線の錯角や同位角から，次々と別の角度が

明らかとなっていく。与えられた条件から新しい結果が導き出せる体系。デカルトの�方法序

説�で述べられているような科学の模範となる体験が，�数学っておもしろいな��数学が好き�

5



という感覚や，次への意欲につながっていくのだろう。

では，数列を好きになってもらうには，どのようなアプローチをすればよいのか。筆者は，

高等学校に入る前から数列に触れておくことが重要であると考えている。

4 ．筆者の取り組み

数列については，現在は高等学校の学習事項であるが，以前に中学校の学習事項として扱わ

れていたこともある。数列とは数が列になったものを言う。学校の現場では項の並びに規則性

のあるものが主に取り扱われるが，中には偶数列や奇数列などその規則性をかんたんな文字式

で表現できるものもある。小学校・中学校・高等学校という一連の流れの中での文字式の概念

形成を考えるならば，数列の中で複雑でないものは，むしろ積極的に中学校でも扱っていった

ほうがよいと考えている。

中学生への指導については，堺市教育研究会の数学部会で 3

年前から筆者もかかわって研究を続けている。2013年の日本

数学教育学会の夏季全国大会中学校の部で研究発表を行ってい

るので，そちらも参考にしていただきたい。

ところで筆者は，2013年度に小中連携の仕事に携わっていた。

その取り組みのひとつに小中交流会というものがある。これは，

小学生が中学校に来て中学校の教員の授業を受けるという企画

で，中学校入学時の不安を減らそうというねらいがある。

筆者は，この題材に�数列�を選んだ。そのときの授業の様子を紹介してみたい。

小学生なので，数列の規則性を考え，未知の数を推測するといった課題にした。未知の数を

問うと同時に，文字式を使わず言葉によってその規則性を説明してもらうようにした。

最初に与えたのは次の 3つの数列である。

2，4，6，8，( ) 偶数列

1，3，5，7，( ) 奇数列

4，8，12，16，( ) 4の倍数列

多数の挙手がある。説明もできている。

次に，中学校と関連のある数列を板書した。

1，4，9，16，25，36，( ) 自然数の 2乗列

すると，一瞬の沈黙の後，掛け算の九九を使って説明できる児童が出てきた。みな楽しそう

である。

ここで，とっておきの数列を黒板に書いた。

3，15，35，( )，99，143

出題後，さすがに沈黙が続いた。10分ほど時間が経過した後，今日の学習の目的の�数学的

活動�に移ることにした。座席を工夫し 4人程度の少人数グループを編成して，そこで自由な

意見交換をすることで問題解決に向かわせる。つまり，数学的な表現力を駆使しながら，情報

を共有し問題の本質に迫るという活動である。
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教室内のあちらこちらで，児童の相談する声がしている。解法を模索しているグループ。あ

と一歩で解けるところまで来ているグループ。あきらめ顔のグループ。多種多様な様相を呈し

ている。

�先生！�とあるグループから声が上がる。そのグループの所へ行く。

�1×3，3×5，5×7，7×9，9×11，11×13，…… 奇数のかけ算 答 63�と書いてある。グル

ープの児童の顔はとても満足気で，数列の規則性を解明した喜びをかみしめているようである。

その時，�先生！�と別のグループから声が上がる。そちらへ行ってみる。

� 6つとも 1ずつあげて， 4，

2×2，

16，

4×4，

36，

6×6，

( )，

8×8，

100，

10×10，

144

12×12 …… �

と書いてある。

1つの数列で別の考え方が出てきている。そこで，2つのグループに考え方を黒板に示すよ

うに指示して一斉授業に切り替え，全員が黒板に向かった。

2つのグループが順に発表を終えると�そんな考え方があったのか��なるほど��すばらし

い�といった声があがった。数学的な思考力の育成も達成できているようである。

ここで，この数列について少し補足したい。この数列を文字式で表現すると，

(2n−1)(2n+1) (2n)−1 4n−1

となり考え方は 3通りあるが，展開の知識を用いると考え方は違っても同一の数列であること

が示されるという，文字式を学習する有用性を体験できる素晴らしい数列である。

今回の授業で，小学生でも数列の学習が十分可能であると確信を深めた。

5 ．おわりに

中学校では，数の規則性を一般化するために，1次または 2次の文字式を導入し，証明する形

式をとっている。ところが，文字式の利用の学習は，中学生にとって理解に時間を要する領域

である。文字式で表現する理由やよさを理解できない生徒がいるのも現実である。具体的な偶

数や奇数を文字式で表現することには，概念形成過程が含まれるため，指導に工夫を要する単

元となっている。

一方，小学校では，数の規則性を離散数である自然数や整数を用いて学習している。その具

体例として偶数や奇数などをとりあげ，数の性質を学んでいる。この差をどのようにしてうめ

ていくかは，これからの検討課題と言ってよいと思われる。

なお，授業後の児童の感想を聞くと�楽しかった。もっとほかの課題に取り組みたい��友達

の意見を聞いて納得した��今日の問題は好き�といった意見が出された。数列が好きになる生

徒を増やす第 1歩は踏み出せたかもしれない。

(堺市立三国丘中学校)
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